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今回の被害状況については、調査がすすむにしたがって深刻な事態がいっそうひろがっていま

す。まだ、家や周辺の片付けをはじめとして被害復旧の渦中であると思いますが、日本共産党は被

災された方一人ひとりの災害復旧・生活再建の一助にしていただければと、この「手引き」を作成

しました。制度の概要程度の記載ですが、お役立ていただければ幸いです。各制度の詳細への疑問

や具体的な要望については、当該の市役所、役場、地元の地方議員、日本共産党事務所やお近くの

党員にお寄せください。

なお、災害救助法による支援については、一応の所得制限や期限などの基準が定められています

が、基本的に「援助を必要とする人を支援する」という法の趣旨を徹底させるようにすることが大

切です。また、災害救助法の適用がされない場合でも、同じ災害による被害であり、法適用時と同

等の支援を県などに求めることも必要です。
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ま
ず
、り
災
証
明
を

■
ま
ず
「
り
災
証
明
」
の

発
行
を
受
け
る

り
災
証
明
書
は
災
害
の
事
実
が

あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

で
、
税
の
減
免
や
災
害
復
旧
に
か

か
わ
る
諸
制
度
を
活
用
す
る
場
合

に
必
要
と
な
る
大
切
な
証
明
書
で

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
被
害
で
も

「
こ
の
程
度
な
ら
自
分
で
な
ん
と

か
し
よ
う
」
と
個
人
で
判
断
せ
ず

に
、
居
住
地
の
市
町
村
の
担
当
窓

口
に
相
談
し
、
証
明
書
の
発
行
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

当
面
の
生
活
に
つ
い
て

�
衣
服
、
寝
具
な
ど
が
使

え
な
く
な
っ
た
場
合

（
災
害
救
助
法
）

全
・
半
壊
、
流
失
、
床
上
浸
水

等
に
よ
り
生
活
上
必
要
な
被
服
、

寝
具
、
そ
の
他
生
活
必
需
品
を
そ

う
失
、
ま
た
は
き
損
し
、
た
だ
ち

に
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
こ
れ
ら
が
給
与
ま
た
は

貸
与
さ
れ
ま
す
。
期
間
は
災
害
の

発
生
か
ら
１０
日
以
内
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認

に
よ
り
期
間
延
長
も
あ
り
ま
す
の

で
必
要
な
場
合
申
請
し
ま
し
ょ

う
。

★
費
用
の
限
度
額
は
世
帯
人
数
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

�
公
営
住
宅
や
仮
設
住
宅

へ
の
入
居

（
災
害
救
助
法
）

災
害
で
住
宅
を
失
う
な
ど
の
被

害
を
受
け
た
方
は
な
る
べ
く
早
く

市
町
村
に
申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。

公
営
住
宅
・
仮
設
住
宅
と
も
に
必

要
数
を
確
保
す
る
こ
と
を
国
に
求

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
公
営
住

宅
は
所
得
制
限
を
は
じ
め
と
し
た

入
居
基
準
な
ど
の
制
限
を
と
り
払

い
優
先
入
居
の
措
置
が
と
ら
れ
ま

す
。ま
た
、施
設
住
宅
に
つ
い
て

は
、希
望
地
へ
の
建
設
や
、世
帯
の

人
数
に
応
じ
た
居
室
数
な
ど
、
生

活
の
基
盤
と
な
り
う
る
住
居
と
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
障
害
物
の
除
去
に
つ
い

て

（
災
害
救
助
法
）

居
室
、
炊
事
場
、
玄
関
等
に
障

害
物
が
運
び
込
ま
れ
て
い
る
た
め

に
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

場
合
で
自
力
で
は
除
去
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
方
は
、
除
去
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
災
害
発

生
時
か
ら
十
日
以
内
。
た
だ
し
厚

生
労
働
大
臣
の
承
認
に
よ
り
延
長

で
き
ま
す
の
で
、
必
要
な
場
合
は

市
町
村
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

（
一
世
帯
当
た
り
十
三
万
七
千
円

以
内
）

�
災
害
弔
慰
金
、
災
害
障

害
見
舞
金
に
つ
い
て

災
害
で
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
重

度
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
た
い

し
、
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
」
に
も
と
づ
き
、
災

害
弔
慰
金
と
災
害
障
害
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

居
住
地
の
市
町
村
が
災
害
救
助

法
の
適
用
を
受
け
て
い
な
く
て

も
、
今
回
の
よ
う
に
大
き
な
災
害

に
つ
い
て
一
連
の
災
害
被
害
と
み

な
し
て
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
市
町
村
の
窓
口
に
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

【
災
害
弔
慰
金
】

配
偶
者
、子
、父
母
、孫
、祖
父
母

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
最
高
で

五
百
万
円
の
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

【
災
害
障
害
見
舞
金
】

災
害
に
よ
り
重
度
の
障
害
を
受

け
た
方
に
た
い
し
て
、
最
高
で
二

百
五
十
万
円
の
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

�
生
活
福
祉
資
金
の
災
害

援
護
貸
付
（
災
害
援
護

資
金
と
の
併
用
は
で
き

ま
せ
ん
）

災
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
困

難
か
ら
当
面
の
生
活
維
持
に
必
要

な
経
費
と
し
て
、
百
五
十
万
円
を

限
度
に
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
ま

す
。利
率
は
年
三
％
。据
え
置
き
期

間
一
年
、償
還
期
間
七
年
以
内
。申

し
込
み
窓
口
は
民
生
委
員
を
通
じ

て
市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
。

�
生
活
福
祉
資
金
の
更
生

資
金

（
生
業
費
）

生
活
が
困
難
な
場
合
、
生
業
を

営
む
の
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、

百
四
十
一
万
円
を
限
度
に
貸
し
付

け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
利
率
は
年

三
％
。
据
え
置
き
期
間
一
年
、
償

還
期
間
七
年
以
内
。
申
し
込
み
窓

口
は
民
生
委
員
を
通
じ
て
市
町
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
。

家
屋
の
補
修
、家
財
の
買
い
替
え

住
宅
の
建
て
替
え
な
ど

�
住
宅
の
応
急
処
理

（
災
害
救
助
法
）

住
家
に
被
害
を
受
け
、
み
ず
か

ら
の
資
力
で
応
急
処
理
を
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
居
室
、
炊

事
場
お
よ
び
便
所
等
日
常
生
活
に

必
要
最
小
限
度
の
部
分
に
つ
い
て

応
急
修
理
を
し
ま
す
。
期
間
は
一

カ
月
以
内
。
申
し
込
み
は
市
町
村

の
窓
口
。
（
一
世
帯
あ
た
り
五
十

一
万
九
千
円
以
内
）

― ２ ―



�
災
害
援
護
資
金
の
貸
付

災
害
に
よ
り
、
負
傷
又
は
住

居
、
家
財
に
被
害
を
受
け
た
方

で
、
前
年
の
所
得
が
市
町
村
民
税

の
課
税
標
準
で
七
百
三
十
万
円

（
四
人
世
帯
）
未
満
。
た
だ
し
住

居
が
滅
失
し
た
ば
あ
い
は
千
二
百

七
十
万
円
未
満
の
世
帯
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
貸
付
限
度
額
は
三
百

五
十
万
円
。

年
三
％（
た
だ
し
、国
か
ら
の
資

金
は
無
利
子
で
あ
る
の
で
、市
町

村
の
判
断
で
利
子
補
給
が
で
き
ま

す
）、据
え
置
き
期
間
は
三
年（
特

別
の
場
合
は
五
年
）、償
還
期
間
は

十
年（
据
え
置
き
期
間
を
含
む
）。

申
し
込
み
は
市
町
村
の
窓
口
。

★
居
住
地
の
市
町
村
に
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
て
い
な
く
て

も
、
同
県
内
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
市
町
村
が
一
つ
で
も
あ

る
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
す
。

�
母
子
寡
婦
福
祉
貸
付
金

母
子
家
庭
の
母
寡
婦
が
、
住
宅

の
建
設
、
購
入
、
補
修
な
ど
の
た

め
に
必
要
な
資
金
に
つ
い
て
、
年

三
％
（
た
だ
し
、
国
か
ら
の
資
金

は
無
利
子
で
あ
る
の
で
、
県
の
判

断
で
利
子
補
給
が
で
き
ま
す
）
で

二
百
万
円
ま
で
貸
し
付
け
る
。
据

え
置
き
期
間
六
カ
月
、
償
還
期
間

六
年
以
内
（
特
別
な
場
合
七
年
、

支
払
い
期
間
の
猶
予
と
据
え
置
き

期
間
の
延
長
あ
り
）
。

申
し
込
み
窓
口
は
県
の
福
祉
事

務
所
。

�
災
害
復
旧
住
宅
資
金
の

貸
付

融
資
対
象
地
域
に
指
定
さ
れ
て

い
て
、
建
設
お
よ
び
新
築
・
中
古

購
入
の
場
合
、
住
宅
に
五
割
以
上

の
被
害
を
受
け
た
方
、
補
修
の
場

合
は
住
宅
に
十
万
円
以
上
の
被
害

を
受
け
た
方
は
、
以
下
の
条
件
で

災
害
復
興
住
宅
資
金
の
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

限
度
額
は
建
設
の
場
合
、
木
造

で
千
百
万
円
。
補
修
の
場
合
、
木

造
で
五
百
九
十
万
円
。

ま
た
、
新
た
に
宅
地
を
取
得
す

る
場
合
、
建
設
資
金
の
融
資
と
合

わ
せ
て
七
百
七
十
万
円
を
限
度
と

す
る
土
地
取
得
資
金
の
融
資
が
あ

り
ま
す
。ま
た
、宅
地
の
被
害
に
つ

い
て
整
地
に
は
三
百
八
十
万
円
を

限
度
と
す
る
整
地
資
金
の
融
資
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
は
住
宅
金
融
公
庫
か

公
庫
委
託
の
金
融
機
関
へ
。
り
災

証
明
が
必
要
。

�
危
険
な
個
所
の
修
復
資

金
へ
の
貸
付

災
害
防
止
の
た
め
改
善
勧
告
を

受
け
て
い
る
場
合
、
危
険
個
所
の

修
復
な
ど
の
た
め
に
住
宅
金
融
公

庫
の
宅
地
防
災
資
金
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
限
度
額
は
工
事

に
必
要
と
す
る
費
用
の
九
割
も
し

く
は
千
三
十
万
円
の
い
ず
れ
か
低

い
方
の
金
額
。
年
利
は
二
・
八
五

％
で
償
還
期
間
は
十
五
年
以
内
。

教
育
へ
の
援
助

�
学
用
品
が
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
時

（
災
害
救
助
法
）

全
壊
・
半
壊
、流
失
ま
た
は
床
浸

水
に
よ
り
学
用
品
を
そ
う
失
ま
た

は
き
損
し
た
小
学
校
児
童
及
び
中

学
校
生
徒
に
た
い
し
て
教
科
書
及

び
教
材
実
費
。
文
房
具
及
び
通
学

用
品
は
定
め
ら
れ
た
金
額
以
内
。

�
就
学
援
助
制
度

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
制

度
で
、
生
活
が
困
難
に
な
り
学
用

品
や
給
食
費
な
ど
に
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
、
そ
の
補

助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

所
得
な
ど
で
一
律
に
判
断
せ
ず
、

実
情
に
応
じ
て
対
応
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
を
通

じ
て
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
相

談
、
申
し
込
み
を
お
こ
な
い
ま
し

ょ
う
。

�
授
業
料
減
免
・
補
助

被
災
世
帯
の
高
校
生
の
授
業
料

免
除
に
つ
い
て
は
、
公
立
学
校
の

場
合
設
立
者
で
あ
る
各
自
治
体
で

定
め
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
を
通

じ
て
教
育
委
員
会
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
私
立
学
校
の
場
合
は
学
校

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

�
修
学
費
、就
学
支
度
費
の
貸
付

前
記
の
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

制
度
の
一
つ
。高
校
、高
専
、短
大
、

大
学
生
が
対
象
。入
学
の
際
、ま
た

は
月
々
貸
し
付
け
ら
れ
ま
す
。貸

し
付
け
条
件
な
ど
は
他
の
生
活
福

祉
資
金
の
貸
付
制
度
と
同
じ
。

�
日
本
育
英
会
の「
災
害

採
用
」

通
常
の
採
用
時
以
外
で
も
、
災

害
な
ど
緊
急
の
場
合
に
は
適
時
採

用
を
お
こ
な
い
ま
す
。
そ
の
際
、

学
力
基
準
や
家
計
基
準
な
ど
は
通

常
の
場
合
よ
り
も
緩
和
さ
れ
ま

す
。
申
し
込
み
は
大
学
の
学
生
課

な
ど
を
通
じ
て
日
本
育
英
会
に
。

税
の
減
免
、
納
税
猶
予

災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財

に
被
害
を
受
け
た
と
き
、
損
害
額

の
程
度
な
ど
に
よ
っ
て
、
所
得
税

や
地
方
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

�
所
得
税
の
減
免

以
下
の
二
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
の
で
、
専
門
家
な
ど
に
相
談
し

て
、
い
ず
れ
か
有
利
な
方
法
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

― ３ ―



�

災
害
減
免
法

住
宅
や
家
財
の
二
分
の
一
以
上

の
損
害
を
受
け
、
か
つ
そ
の
年
の

所
得
金
額
が
一
千
万
円
以
下
の
人

が
対
象
で
す
。
そ
の
年
の
所
得
が

五
百
万
円
以
下
の
場
合
は
所
得
税

全
額
が
免
除
、
そ
の
他
所
得
に
よ

っ
て
四
分
の
一
ま
で
税
額
か
ら
控

除
さ
れ
ま
す
。
被
災
し
た
年
の
み

の
制
度
で
す
。

�

雑
損
控
除

生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
で
災

害
な
ど
で
損
失
し
た
場
合
、
定
め

ら
れ
た
計
算
方
法
で
所
得
額
か
ら

控
除
さ
れ
所
得
税
の
計
算
が
さ
れ

ま
す
。
こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め

に
は
、
災
害
に
関
連
し
た
や
む
を

え
な
い
支
出
金
額
に
つ
い
て
領
収

書
、
明
細
書
な
ど
が
必
要
で
す
の

で
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

損
失
額
が
大
き
く
て
、
そ
の
年

の
所
得
金
額
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
場
合
は
、
翌
年
以
後
三
年
間
に

繰
り
越
し
て
各
年
の
所
得
金
額
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

�
地
方
税
の
減
免

住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
事
業

税
、
自
動
車
税
な
ど
の
地
方
税
の

減
免
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
治
体

の
条
例
に
よ
り
ま
す
。
各
都
道
府

県
、
市
町
村
の
担
当
窓
口
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

【
自
動
車
税
】

自
動
車
が
水
没
す
る
な
ど
し

て
、
修
繕
費
を
要
す
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
、
損
害
の
程
度
に
応
じ

て
、
二
分
の
一
以
下
の
税
額
を
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
く
わ

し
く
は
、
県
税
事
務
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

�
納
税
の
猶
予

災
害
な
ど
に
よ
り
相
当
の
損
失

を
受
け
た
場
合
、
所
得
税
の
場
合

は
税
務
署
長
に
申
請
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
納
期
限
か
ら
一
年
以
内
で

納
税
の
猶
予
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

地
方
税
の
納
税
猶
予
に
つ
い
て

は
、
減
免
の
場
合
を
参
考
に
。

�
国
保
料
の
減
免

医
療
費
の
支
払
い
に
困
っ
た
時

の
制
度
と
し
て
は
、
国
民
健
康
保

険
法
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
制
度

が
あ
り
ま
す
。
市
町
村
役
場
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
へ
の
融
資
制
度

（
原
則
と
し
て
災
害
救
助
法
が

適
用
さ
れ
た
地
区
お
よ
び
そ
の
周

辺
が
対
象
）

中
小
企
業
に
た
い
す
る
融
資
に

つ
い
て
は
、
政
府
系
金
融
機
関

（
中
小
企
業
金
融
公
庫
、
国
民
金

融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ
災
害
復
旧
貸
付
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
中
小
企
業
金
融
公
庫
】

他
の
貸
し
付
け
と
は
別
枠
で
、

直
接
貸
し
付
け
が
一
・
五
億
円
ま

で
。
利
率
は
一
・
七
％
で
据
え
置

き
期
間
は
二
年
、
償
還
期
間
は
十

年
。
（
い
ず
れ
も
実
情
に
対
応
）

【
国
民
金
融
公
庫
】

他
の
貸
し
付
け
と
は
別
枠
で
、

直
接
貸
し
付
け
が
三
千
万
円
ま

で
。
利
率
、
そ
の
他
は
中
小
公
庫

と
同
じ
。

【
商
工
組
合
中
央
金
庫
】

他
の
貸
し
付
け
と
は
別
枠
で
、

直
接
貸
し
付
け
が
組
合
に
二
百
億

円
ま
で
、
組
合
員
に
二
十
億
円
ま

で
。
利
率
は
他
の
政
府
系
金
融
機

関
と
同
じ
。

な
お
、
各
公
・
金
庫
の
利
率
・

額
が
時
点
毎
に
変
動
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
各
支
店
で
確
認
し

て
下
さ
い
。

被
災
農
家
、農
業
被
害
の
救
済

対
策
と
諸
制
度

�
農
作
物
が
冠
水
し
て
収

穫
の
見
込
み
が
た
た
な
い

【
共
済
制
度
の
活
用
】

共
済
制
度
に
加
入
し
て
い
る
場

合
、
水
害
に
よ
る
収
穫
の
減
収
に

た
い
し
て
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
。
急
い
で
被
害
申
告
を
お
こ

な
い
、
共
済
金
の
早
期
支
払
い
と

必
要
に
応
じ
て
共
済
金
の
仮
渡
し

を
各
組
合
、
自
治
体
に
要
求
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

�
経
営
資
金
、
生
活
資
金

の
融
資
制
度

肥
料
や
種
モ
ミ
を
買
う
な
ど
の

経
営
資
金
や
生
活
資
金
の
た
め
の

国
の
融
資
制
度
と
し
て
は
、
「
天

災
融
資
法
」
に
も
と
づ
く
「
天
災

資
金
」
と
、
「
農
業
経
営
維
持
安

定
資
金
」
、
「
林
業
経
営
安
定
資

金
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
天
災
資
金
】

貸
し
付
け
対
象
は
、
「
天
災
融

資
法
」
が
発
動
さ
れ
、
減
収
量
が

三
割
以
上
で
か
つ
損
失
額
が
一
割

以
上
の
農
家
。
認
定
は
市
町
村
が

お
こ
な
い
被
害
程
度
に
応
じ
て
、

金
利
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

法
定
金
利
は
三
％
以
内
。

【
農
業
経
営
維
持
安
定
資
金
・
林

業
経
営
安
定
資
金
】

災
害
に
と
も
な
っ
て
資
金
を
必

要
と
す
る
農
業
者
・
林
業
者
等
へ

の
貸
付
制
度
。
所
得
制
限
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は
市
町

村
の
担
当
窓
口
。
り
災
証
明
が
必

要
で
す
。
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